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群馬県館林市で確認されたチュウゴクスジエビの店頭販売事例と

追加記録を含む国内の侵入状況の整理

A summary of storefront sale cases of Palaemon sinensis recorded in Tatebayashi city, 
Gunma Prefecture and the status of invasions, including additional records in Japan
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Abstract: Palaemon sinensis is an invasive alien species that has recently been recorded in many parts of Japan. 
In Gunma Perfecture, Palaemon sinensis were available only through mail-order, but now we have discovered 
shrimp mixed with Neocaridina sp. at the storefront of an aquarium fish shop. In addition, reported field and 
distribution confirmations until May 2022 in Japan and the collection recorded of the author's collections were 
summarized. Currently, there are no field records of this species in Gunma Prefecture, but there is a high risk that it 
will be found in the field in the future, as specimens have been recorded throughout Japan. In order to prevent the 
spread of the Palaemon sinensis, it is necessary to spread awareness and take preventive measures.
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要旨：チュウゴクスジエビPalaemon sinensisは，近年全国各地で移入が確認されている国外外来種の甲殻
類である．群馬県では，過去に通信販売のみが確認されていたが，今回，新たに店頭において「ミナミヌ
マエビ」の販売名で他種に混入している1個体を確認した．加えて，国内の侵入状況把握を目的として，
国内で2022年5月までに野外や流通による確認が報告・記録されている情報と著者の採集の持つ採集記録
を整理した．現在，群馬県では野外での報告はないが，全国的に野外記録・流通記録ともに確認されてい
ることから，今後野外で確認される危険性が高い．これからの分布拡大を防止するためにも，普及啓発や
予防対策等の措置を講じていくことが必要である．

キーワード：無脊椎動物，外来コエビ類，観賞魚店，侵入，流通実態

1．はじめに

チュウゴクスジエビPalaemon sinensis（Sollaud, 1911）は，

中国やミャンマー，シベリア南部，サハリンなどに自然分

布する淡水性の十脚目甲殻類の1種である（Cai and Dai，

1999; Cai and Ng，2002; Labay，2011; Imai and Oonuki，

2014）．本種は，日本に在来分布するスジエビPalaemon 

paucidens De Haan, 1844に形態が酷似しており，2005年に大

貫ほか（2010）において静岡県浜松市のため池で初めて国

外外来種として国内への侵入が確認された．この初確認以

降，Imai and Oonuki（2014）におけるスジエビとの形態学

的判別方法が示されたことで，全国各地で確認記録の報告

が増加し，現在までに東北から九州地方にかけての複数都

府県の野外水域から相次いで記録が報告されている（Imai 
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and Oonuki，2014; 長谷川ほか，2016; 杉並区環境部環境課，

2016; Saito et al. 2016; 今井・大貫，2017; 七里ほか，2017; 

大貫ほか，2017; 斉藤ほか，2017; 内田ほか，2018; 豊田・関，

2019; 斉藤，2020; 今井ほか，2021a; 内田ほか，2022など）．

本種を含む外国産コエビ類は，中国や韓国から日本に生き

たまま輸入されたものが，「シラサエビ」や「ブツエビ」

などの名称で，釣り餌や観賞用として釣具店やペット

ショップにおける販売が確認されており，これらからの人

為的な遺棄，逸脱が野外侵入の原因と考えられている（丹

羽，2010; 斉藤ほか，2017; 斉藤，2018）．

本種は，緩流の淡水域を主な生息域とするが，国内の野

外水域では塩分を含む水域を除き，農業用水や池沼，河川

内と多様な環境で確認されている（Saito et al. 2016; 長谷川

ほか，2016; 杉並区，2016; 今井・大貫，2017; 七里ほか，

2017; 大貫ほか，2017; 斉藤ほか，2017; 斉藤，2018; 内田ほか，

2018; 内田ほか，2022）．また，幼生の発生には塩分を要さず，

孵化後，卵黄物質を多く保有することから，飢餓耐性が強

いことも知られている（大貫ほか，2010; 斉藤ほか，2017; 

内田ほか，2021）．このため，侵入水域では，生息環境が

類似するスジエビやヌカエビなどの在来コエビ類への悪影

響も懸念されている（内田ほか，2021）．

群馬県では，斉藤ほか（2017）において，群馬県邑楽郡

の販売店において「シラサエビ」として通信販売されてい

た商品が，すべてチュウゴクスジエビであったことが確認

されている．しかし，これはあくまでも通信販売であり，

間接的な販売であったことから県内での販売の実態の詳細

は不明であり，直接的な店頭販売への混入事例等について

も現在まで確認されていなかった．

今回，著者らが群馬県館林市内のペット販売店に訪れた

ところ，他種のコエビ類に混入して店頭販売されていた

チュウゴクスジエビ1個体を確認した．今後の野外への遺

棄・逸脱による侵入も懸念される事象であることから，普

及啓発を兼ねてこれを報告する．

また，本研究では，著者らが2020年から2022年までに行っ

た全国での採集調査で得られた未記録の地点の情報も含

め，国内で2022年までに報告・記録されているチュウゴク

スジエビの侵入状況の情報を整理し，とりまとめたため，

これも合わせて報告する．

2．方法

2-1群馬県の店舗販売確認　群馬県における店舗販売調

査は，2022年3月19日に群馬県館林市のペット販売店にお

いて「ミナミヌマエビ」として商品販売されていたものを，

店舗の最小単位で1回購入した．なお，販売水槽外観から

これらにまじるチュウゴクスジエビの混入個体が確認でき

たため，該当個体を指定し，商品の最小単位内に含める形

で購入している．

購入個体は，すべて10 ％ホルマリン溶液固定した．個体

サイズの測定は，頭胸甲長をデジタルノギス（シンワ製）で，

0.1 mmの精度で計測した．種の同定は，Imai and Oonuki

（2014）と豊田・関（2019）に従い，大貫ほか（2010），

Labay（2011），Imai et al（2018），今井ほか（2021b），内田

ほか（2022）の掲載図も参考とした．証拠標本は群馬県立

自然史博物館標本資料（GMNH-IC-562-566）として収蔵さ

れている．

2-2国内における追加記録の採集　国内の追加記録の採

集は，著者の内田が，佐賀県多久市で2020年9月28日，宮

城県涌谷町で2021年8月7日，内田及び古旗が東京都江東区

と千葉県市川市で2022年3月27日におこなった．採集は全

てたも網を用いて，岸際から水中を植物片等とともに掬い

取る形で実施した．なお，個体サイズの計測，種の同定，

証拠標本の収蔵は2-1に記載された同一の方法で実施した．

2-3国内の侵入状況の整理　2022年までの国内における

チュウゴクスジエビの侵入状況について，本研究の確認・

採集記録に加えて，文献記録，河川水辺の国勢調査，イン

ターネット上の情報，聞き取りによる私信等を取集し，都

府県，確認年代，野外または流通記録の項目ごとに整理し

た．なお，インターネット上の情報や私信については，写

真や同定根拠などの掲載，著者の確認によりチュウゴクス

ジエビと確実に同定されている情報のみを抽出した．

3．結果

3-1標本データおよび種同定　GMNH-IC-562，1個体，

頭胸甲長 9.2 mm，群馬県館林市のペット販売店，2022年3

月19日，内田大貴購入（図1）; GMNH-IC-563，5個体，頭

胸甲長 7.4–10.3 mm，佐賀県多久市東多久町納所北坊，

2020年9月28日，たも網，内田大貴採集; GMNH-IC-564，2

個体，頭胸甲長 7.9–9.0 mm，宮城県遠田郡涌谷町上郡相野

沼，2021年8月7日，たも網，内田大貴採集; GMNH-IC-565，

8個体，頭胸甲長 4.8–7.9 mm，東京都江東区東陽　仙台堀

川公園，2022年3月27日，たも網，内田大貴・古旗崚一採

集; GMNH-IC-566，4個体，頭胸甲長 4.0–5.7 mm，千葉県市

川市国府台　江戸川河川敷，2022年3月27日，たも網，内

田大貴・古旗崚一採集．

本研究で購入・採集した個体の形質はいずれも特徴的な

形質として，1）頭胸甲側面にある3本の斜めの縞模様のう

ち，後方の線の上端が頭部側に曲がりフック状になること
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（図2A），2）眼径に対して眼柄が大きいこと（図2B），3）

額角の先端に歯がないこと（図2C），4）尾節の先端が尖

ること（図2D），5）大顎に触髭がないこと（図3）などか

ら，群馬県の店舗販売個体，佐賀県・宮城県・千葉県・東

京都での採集個体は，すべてチュウゴクスジエビと同定さ

れた．

3-2国内の追加記録と侵入状況の整理　国内の追加記録

の採集では，新たに佐賀県多久市東多久町，宮城県遠田郡

涌谷町，東京都江東区東陽，千葉県市川市国府台において

移入水域が確認された．佐賀県ではクリーク内の水路，宮

城県では大規模な沼，東京都と千葉県では小規模な池で採

集され，いずれもヨシPhragmites australis（Cav.）Trin. ex 

Steud.やガマ属の1種Typha sp.の生えた植生帯付近で多く見

られた．

上述の本研究の結果および文献記録，インターネット上

の情報等を整理したところ，2022年現在，流通・野外記録

を含めた国内の記録は，全体で30都府県の確認報告があっ

た（表1）．その中でも野外での確認記録は28都府県，流通

・販売の記録は10都府県であった（表1）．

4．考察

これまで群馬県では，斉藤ほか（2017）において，邑楽

郡の販売店でのチュウゴクスジエビの通信販売事例が報告

されている．本報告で混入が確認された店舗の位置する館

林市は，邑楽郡に隣接しており，斉藤ほか（2017）で購入

された邑楽郡の店舗とは，近い場所に位置する可能性が極

めて高い．しかし，このエリアの本種を含む小型甲殻類の

流通経路の詳細は現時点で明らかにできていない．一方で

国内の他事例として，今井ほか（2020a）で報告された香

川県では，複数の釣り具店における釣り餌の仕入れ先が共

通し，これらの経路で販売されていた釣り餌の一部にチュ

ウゴクスジエビの混入が確認されている．これを鑑みると，

館林市を含む周辺エリアにおいても共通の流通経路が存在

し，チュウゴクスジエビが単独，または他種に混入した状

態で継続的に流通している可能性が高い．今井ほか（2020a）

では，チュウゴクスジエビの混入した釣り餌の流通経路が

共通した釣具店が集中するエリアの野外における生息も確

認されており，これらの遺棄・逸脱が要因となっているこ

とが示唆されている．また，ビオトープの造成において，

図1．群馬県館林市で販売されていたチュウゴクスジエビ．GMNH-
IC-562，上：生時，下：標本個体．内田大貴撮影
Fig.1. Palaemon sinensis sold in Tatebayashi City, Gunma 
Pref. Japan. GMNH-IC-562, A： Fresh specimens, B： Preserved 
specimens. Photo by D. Uchida.

図2．A：側面の模様，B：上部，C：額角，D：尾節．内田大貴撮影
Fig.2．A：Lateral patern, B：View of above, C：Rostrum, D：
Telson.  Photo by D. Uchida.

図3．大顎（左右）．内田大貴撮影
Fig.3. Mandibles（left and light）.  Photo by D. Uchida.
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文献等＊ 1 地方 都府県 市町村＊ 2 地点名称等 野外 
記録

販売・ 
流通記録 確認年

長谷川ほか（2016） 東北 宮城県 登米市 水路 〇 2014
長谷川ほか（2016） 東北 宮城県 石巻市 水路 〇 2015
東部土木事務所（online） 東北 宮城県 石巻市 石巻南浜津波復興祈念公園 〇 2020
環境省自然環境局生物多様性センター（2021） 東北 宮城県 登米市 伊豆沼・内沼 〇 2020
本研究 東北 宮城県 涌谷町 池 〇 2021
内田ほか（2018） 関東 茨城県 坂東市 菅生沼（利根川水系） 〇 2017
南谷（2021） 関東 栃木県 宇都宮市 ペットショップ 〇 2021
斉藤ほか（2017） 関東 群馬県 旧邑楽郡（邑楽郡と記載） ペットショップ 〇（通信販売） 2014
本研究 関東 群馬県 館林市 ペットショップ 〇（店頭販売） 2022
内田ほか（2021） 関東 埼玉県 川口市 旧芝川 〇 2020
内田ほか（2021） 関東 埼玉県 鶴ヶ島市 - 〇 2020
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 草加市 谷塚 - 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 八潮市 大曾根 河川と接続したため池 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 八潮市 桁 桁川 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 越谷市 大吉調節池公園 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 越谷市 東越谷 9 丁目アカシヤ公園 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 吉川市 中井 中井沼公園 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 吉川市 中井 大場川 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 吉川市 吉川中央緑地 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 三郷市 中央 二郷半用水 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 三郷市 みさと公園 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 三郷市 インター南中央公園 〇 2021
内田ほか（2022） 関東 埼玉県 松伏町 松伏総合公園の池 〇 2021
千葉県生物多様性センター（2018） 関東 千葉県 柏市 手賀沼周辺水路 〇 2018年以前
千葉県生物多様性センター（2018） 関東 千葉県 木更津市 - 〇 2018年以前
手賀沼水生生物研究会（2018a） 関東 千葉県 柏市 ヒドリ橋たもと 〇 2018
手賀沼水生生物研究会（2018b） 関東 千葉県 柏市 大津川河口ヒドリ橋付近 用水路 〇 2018
手賀沼水生生物研究会（2020） 関東 千葉県 柏市 大津川 〇 2020
スタッフN（NPO行徳自然ほごくらぶ職員）（2021） 関東 千葉県 市川市 行徳鳥獣保護区 長靴池 〇 2021
阿部眞大氏（私信，2021年 9月 14日確認） 関東 千葉県 成田市 北須賀 印旛沼横　水路内 〇 2021
川口貴光氏（私信，2021年 10月 6日確認） 関東 千葉県 東庄町 利根川下流部 岸際ワンド 〇 2021
高野季樹氏（私信，2022年 9月 14日確認） 関東 千葉県 香取市 利根川下流部 河川敷ワンド 〇 2022
本研究 関東 千葉県 市川市 国府台 江戸川河川敷 ワンド 〇 2022
杉並区環境部環境課（2016） 関東 東京都 杉並区 善福寺川 〇 2015
斉藤ほか（2017） 関東 東京都 品川区 釣具店 〇 2015
Imai et al.（2018） 関東 東京都 葛飾区 水元公園 〇 2006-2018
東京都建設局（2020） 関東 東京都 葛飾区 水元公園 〇 2020
足立区生物園（2020） 関東 東京都 足立区 足立生物園 〇 2020
国土交通省（Online a） 関東 東京都 大田区 多摩川大橋（多摩川） 〇 2017
世田谷区（Online） 関東 東京都 世田谷区 玉川 3丁目 兵庫橋（野川） 〇 2020
高野季樹氏（私信，2022年 9月 23日確認） 関東 東京都 葛飾区 柴又 江戸川（新八水路） 〇 2022
本研究 関東 東京都 江東区 仙台堀川公園 〇 2022
横浜市環境科学研究所（2016） 関東 神奈川県 横浜市 緑区・都筑区 鶴見川落合橋付近 〇 2015
七里ほか（2017） 関東 神奈川県 横浜市 戸塚区 舞岡公園 さくらなみ池 〇 2012
七里ほか（2017） 関東 神奈川県 横浜市 青葉区 黒須田川鶴見川合流地点 〇 2014
七里ほか（2017） 関東 神奈川県 横浜市 緑区・都筑区 鶴見川落合橋付近 〇 2015
斉藤ほか（2017） 関東 神奈川県 川崎市 中原区 多摩川 〇 2017
斉藤ほか（2017） 関東 神奈川県 横浜市 釣具店 〇 2014
平岡ほか（2018） 関東 神奈川県 川崎市 高津区 多摩川二子橋下流右岸 〇 2016
斉藤（2018） 関東 神奈川県 横浜市 釣具店 〇 2016
横浜市環境科学研究所（2020） 関東 神奈川県 横浜市 戸塚区 柏尾川大橋 〇 2018
市川ほか（2020） 関東 神奈川県 横浜市 戸塚区 舞岡公園 さくらなみ池 〇 2018
市川ほか（2020） 関東 神奈川県 横浜市 戸塚区 舞岡公園 宮田池 〇 2018
大貫ほか（2010） 東海 静岡県 浜松市 松島町 ため池 〇 2005-2007
浜松市西部清掃工場（2021） 東海 静岡県 浜松市 西区 水路 〇 2019-2020
斉藤ほか（2017） 東海 静岡県 静岡市 釣具店 〇 2015
斉藤ほか（2017） 東海 愛知県 名古屋市 釣具店 〇 2015
斉藤（2018） 東海 愛知県 名古屋市 釣具店 〇 2016
豊田市矢作川研究所（2019） 東海 愛知県 豊田市 中区 初音川ビオトープ 〇 2019
今井ほか（2020b） 東海 愛知県 名古屋市 西区 庄内緑地公園 ガマ池 〇 2018
今井ほか（2020b） 東海 愛知県 名古屋市 中川区 鶴舞公園 秋の池 〇 2018
今井ほか（2020b） 東海 愛知県 名古屋市 昭和区 胡蝶ヶ池 〇 2018
今井ほか（2020b） 東海 愛知県 名古屋市 昭和区 呼統公園 曽池 〇 2018
今井ほか（2021a） 東海 愛知県 豊田市 山の手公園 〇 2018
今井ほか（2021a） 東海 愛知県 豊田市 児ノ口公園 〇 2018
今井ほか（2021a） 東海 愛知県 豊田市 矢作川中央公園 〇 2018
今井ほか（2021a） 東海 愛知県 大府市 あいち健康の森公園 〇 2018
国土交通省（Online b） 東海 岐阜県 瑞穂市 鷲田橋上流（揖斐川） 〇 2019
国土交通省（Online b） 東海 岐阜県 大垣市 大垣大橋上流（揖斐川） 〇 2019
今井ほか（2019） 東海 三重県 志摩市 ほのぼの公園 〇 2019
斉藤ほか（2017） 近畿 大阪府 大阪市 釣具店 〇 2015
斉藤（2018） 近畿 大阪府 泉大津市 釣具店 〇 2016
境自然ふれあいの森（2020） 近畿 大阪府 堺市 南区 堺自然ふれあいの森 〇 2020
国土交通省（Online c） 近畿 大阪府 大阪市住吉区杉本 JR阪和線鉄橋（大和川） 〇 2019
Ogasawara et al.（2021） 近畿 大阪府 大東市 深北緑地深野池 〇 2018
Ogasawara et al.（2021） 近畿 大阪府 阪南市 的場池 〇 2019
Ogasawara et al.（2021） 近畿 大阪府 東大阪市 花園中央公園花園多目的遊水地 〇 2019
Ogasawara et al.（2021） 近畿 大阪府 大阪市 住之江区 住之江公園大池 〇 2019
Ogasawara et al.（2021） 近畿 大阪府 大阪市 此花区 舞洲緑地の池 〇 2019
Ogasawara et al.（2021） 近畿 大阪府 堺市 中区 府大池 〇 2020
Ogasawara et al.（2021） 近畿 大阪府 堺市 東区 白鷺公園但馬池 〇 2020
Ogasawara et al.（2021） 近畿 大阪府 八尾市 久宝寺緑地公園心字池 〇 2019
Ogasawara et al.（2021） 近畿 京都府 与謝野郡 野田川親水公園 〇 2019
国土交通省（Online c） 近畿 京都府 京都市伏見区納所町　 宮前橋（桂川） 〇 2018
国土交通省（Online c） 近畿 奈良県 生駒郡安堵町 御幸大橋（大和川） 〇 2019
国土交通省（Online c） 近畿 奈良県 川西町保田　 太子橋（大和川） 〇 2019
斉藤ほか（2017） 近畿 兵庫県 姫路市 蟠洞川（揖保川水系） 〇 2017
斉藤ほか（2017） 近畿 兵庫県 姫路市 夢前川 〇 2017
Ogasawara et al.（2021） 近畿 兵庫県 芦屋市 芦屋市総合公園ビオトープ池 〇 2019

表1．国内における侵入状況の整理．
Table 1. Organizing the situation of infestation in Japan.
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群馬県のチュウゴクスジエビ店頭販売事例と国内侵入状況

文献等＊ 1 地方 都府県 市町村＊ 2 地点名称等 野外 
記録

販売・ 
流通記録 確認年

Ogasawara et al.（2021） 近畿 兵庫県 神戸市 北区 上津公園 〇 2019
Ogasawara et al.（2021） 近畿 兵庫県 神戸市 西区 井吹台谷口公園トンボ池 〇 2019
Ogasawara et al.（2021） 近畿 兵庫県 豊岡市 戸島湿地 〇 2018
今井ほか（2019） 近畿 和歌山県 和歌山市 森林公園 〇 2019
Ogasawara et al.（2021） 中国 鳥取県 米子市 斐伊川水系加茂川 〇 2019
斉藤ほか（2017） 中国 島根県 松江市 斐伊川水系水路 〇 2017
斉藤ほか（2017） 中国 島根県 松江市 斐伊川 〇 2017
林・桑原（2019） 中国 島根県 浜田市 久代川 〇 2012
林・桑原（2019） 中国 島根県 出雲市 美談町上口 美談水源地 〇 2013
林・桑原（2019） 中国 島根県 出雲市 松寄下町朝山 新内藤川 〇 2013
林・桑原（2019） 中国 島根県 出雲市 西林木町 県立短大付近 〇 2013
林・桑原（2019） 中国 島根県 出雲市 斐川町・直江町中筋 斐川西中学校付近 〇 2013
林・桑原（2019） 中国 島根県 出雲市 斐川町出西 伊保神社付近 伊保川 〇 2014
林・桑原（2019） 中国 島根県 出雲市 斐川町阿宮 伊保川 〇 2013
林・桑原（2019） 中国 島根県 出雲市 上島町奥井谷 新田川 〇 2013
林・桑原（2019） 中国 島根県 出雲市 大社町 素鵞川 〇 2016
Ogasawara et al.（2021） 中国 島根県 大田市 静間川水系三瓶川 2018
斉藤ほか（2017） 中国 岡山県 岡山市 南区 笹ヶ瀬川水系水路 〇 2017
斉藤（2018） 中国 岡山県 岡山市 南区 笹ヶ瀬川水系水路 〇 2017
斉藤（2018） 中国 岡山県 倉敷市 倉敷川水系水路 〇 2017
Imai et al.（2018） 中国 岡山県 総社市 高梁川 〇 2006-2018
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 岡山市 北区 旭川の金川大橋下流のワンド 〇 2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 岡山市 北区 旭川の玉柏のワンド 〇 2019
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 岡山市 東区 水路 〇 2019
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 岡山市 東区 吉井川水系永江川 〇 2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 岡山市 南区 水路 〇 2019
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 岡山市 南区 おおすみせせらぎ公園 〇 2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 岡山市 南区 笹ヶ瀬川水系伎川 〇 2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 倉敷市 玉島 溜川公園近くの水路 〇 2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 倉敷市 高梁川の船穂大橋上流のワンド 〇 2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 総社市 高梁川の川辺大橋上流のワンド 〇 2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 瀬戸内市 牛窓町 新池 〇 2019
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 瀬戸内市 吉井川の山陽新幹線橋梁付近のワンド 〇 2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 瀬戸内市 吉井川水系香澄川の新庄大橋下流 〇 2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 赤磐市 吉井川水系小野田川の天神橋付近 〇 2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 和気町 吉井川 〇（図に記載） 2018-2020
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 早島町 水路 〇 2019
今井ほか（2021b） 中国 岡山県 美咲町 吉井川水系吉野川の鷺橋下流のワンド 〇 2018
吉郷・吉郷（2016） 中国 広島県 広島市 安佐北区深川町 三篠川下流（太田川水系） 〇 2016
Saito et al.（2016） 中国 広島県 広島市 太田川 〇 2015
Saito et al.（2016） 中国 広島県 安芸郡海田町 瀬野川 〇 2015
Saito et al.（2016） 中国 広島県 竹原市 賀茂川 〇 2015
Saito et al.（2016） 中国 広島県 三原市 沼田川 〇 2015
Saito（2017） 中国 広島県 東広島市 釣具店 〇 2013
Saito（2017） 中国 広島県 東広島市 西条町 ため池 〇 2016
斉藤（2018） 中国 広島県 安芸郡坂町 釣具店 〇 2016-2017
斉藤（2018） 中国 広島県 東広島市 釣具店 〇 2016
斉藤（2018） 中国 広島県 尾道市 釣具店 〇 2017
Saito et al.（2019） 中国 広島県 安芸郡海田町 瀬野川 〇 2016
Ogasawara et al.（2021） 中国 広島県 三次市 江の川水系馬洗川 〇 2018
Ogasawara et al.（2021） 中国 山口県 山口市 秋穂小学校近くの 2つのため池をつなぐ水路 〇 2018
今井ほか（2020c） 四国 徳島県 徳島市 - 〇 2020
国土交通省（Online d） 四国 徳島県 名西郡石井町 高瀬橋（吉野川） 〇 2017
国土交通省（Online d） 四国 徳島県 徳島市板野町川端 大寺橋（旧吉野川） 〇 2017
Imai and Oonuki（2014） 四国 香川県 直島町 直島 〇 2011-2012
Imai and Oonuki（2014） 四国 香川県 三豊市 粟島 〇 2012
Imai et al.（2018） 四国 香川県 土庄市 小豆島高見山運動公園 〇 2006-2018
今井ほか（2020a） 四国 香川県 東かがわ市 釣具店 〇 2016
今井ほか（2020a） 四国 香川県 高松市 釣具店 〇 2017
今井・大貫（2017） 四国 愛媛県 宇和島市 岩松川水系 〇 2016
今井ほか（2021c） 四国 愛媛県 今治市 大島 〇 2019
張ほか（2018） 四国 高知県 土佐市　 蓮池公園 〇 2018年以前
Imai et al.（2018） 四国 高知県 土佐市 蓮池公園 〇 2006-2018
斉藤ほか（2017） 九州 福岡県 福岡市 釣具店 〇 2015
斉藤ほか（2017） 九州 福岡県 糟屋郡 多々良川 〇 2016
Ogasawara et al.（2021） 九州 福岡県 大川市 筑後川総合運動公園近くの水路 〇 2019
斉藤ほか（2017） 九州 佐賀県 佐賀市　 嘉瀬川 〇 2015
斉藤ほか（2017） 九州 佐賀県 佐賀市 田布施川（嘉瀬川水系） 〇 2015
Imai et al.（2018） 九州 佐賀県 嬉野市　 塩田川 〇 2006-2018
岡本・徳田（2022） 九州 佐賀県 - 城原川水系 〇 2021
岡本・徳田（2022） 九州 佐賀県 - 嘉瀬川水系 〇 2021
国土交通省（Online e） 九州 佐賀県 武雄市 上見橋（六角川） 〇 2018
国土交通省（Online e） 九州 佐賀県 佐賀市 祇園川合流部（嘉瀬川） 〇 2017
国土交通省（Online e） 九州 佐賀県 佐賀市 富士町 嘉瀬大堰（嘉瀬川） 〇 2017
国土交通省（Online e） 九州 佐賀県 佐賀市 嘉瀬町 久保田橋付近（嘉瀬川） 〇 2017
Ogasawara et al.（2021） 九州 佐賀県 佐賀市 市民運動広場の西側水路 〇 2019
Ogasawara et al.（2021） 九州 佐賀県 佐賀市 川副大橋近くの水路 〇 2019
本研究 九州 佐賀県 多久市 東多久町 クリーク内 〇 2020
張ほか（2018） 九州 熊本県 熊本市　 下江津湖 〇 2018年以前
Imai et al.（2018） 九州 熊本県 熊本市　 下江津湖 〇 2006-2018
国土交通省（Online e） 九州 熊本県 玉名市　 新茶屋橋（菊池川） 〇 2019
国土交通省（Online e） 九州 熊本県 山鹿市 分田橋（菊池川） 〇 2019
国土交通省（Online e） 九州 熊本県 和泉町竃門 竃門大橋（菊池川） 〇 2019
今井・斉藤（2022） 九州 熊本県 水俣市 エコパーク水俣 水鳥の池 〇 2022
大貫ほか（2017） 九州 大分県 佐伯市 新女島 番匠川と中江川の間の水路 〇 2014
大貫ほか（2017） 九州 大分県 佐伯市 池田蛇崎 水田脇水路 〇 2014
Ogasawara et al.（2021） 九州 大分県 佐伯市 番匠川水系木立川に注ぐ水路 〇 2018
Ogasawara et al.（2021） 九州 大分県 佐伯市 番匠川水系堅田川に注ぐ水路 〇 2018
Ogasawara et al.（2021） 九州 大分県 佐伯市 番匠川樫野橋上流ワンド 〇 2020
2022年現在合計 確認都道府県数：30 野外確認都道府県数：28 流通販売都道府県数：10

*1掲載記録は出版年・確認年順に記載
*2市町村名の記述がなく，地点名称のみの記録については，地点名から市町村を検索し，記載している
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スジエビを放流するつもりでチュウゴクスジエビを誤放流

した可能性も指摘されている（今井ほか，2021c; 今井・斉

藤，2022）．さらに，本研究ではチュウゴクスジエビが「ミ

ナミヌマエビ」の商品名で，ヌマエビ科Atyidaeカワリヌ

マエビ属の1種Neocaridina sp.に混じって販売されていた．

カワリヌマエビ属の在来種であるミナミヌマエビ

Neocaridina denticulate De Haan, 1844は，主に西日本に生息

するが，近年，これに類似した国外種の相次ぐ野外での生

息が確認されている（吉郷，2011; 金澤，2015; 西田，2016; 

Mitsugi et al., 2017; 片山ほか，2017; 三次ほか，2021）．これ

らもチュウゴクスジエビ同様，「ブツエビ」などと呼ばれ

る釣り餌や観賞用個体として販売されたものが遺棄され，

全国各地の水域に侵入したと考えられており（丹羽，

2017），館林市周辺エリアでも，このカワリヌマエビ属の

一種と思われる個体が，隣接する大泉町や板倉町，太田市

の河川・水路で多数確認された（内田大貴，未発表データ）．

店舗販売が確認された周辺エリアでは筆者らの調査におい

て，チュウゴクスジエビの野外での生息はいまのところ確

認されていない（内田大貴，未発表データ）．しかし，上

述のカワリヌマエビ属の現状からも，群馬県内においては

国内他地域同様に，チュウゴクスジエビの野外への侵入が

看過できない状況下にあるだろう．

追加記録を含めた国内の侵入状況では，全国の約半数以

上である28都府県で侵入が確認され，関東，東海，中国，

四国地方では流通のみの記録も含め全ての都府県での侵入

していることが判明した．現在，2016年7月におこなわれ

た水産資源保護法施行規則の改正により，テナガエビ科甲

殻類の海外輸入には検疫が必要となり，この検疫中にチュ

ウゴクスジエビはほとんどが死亡する可能性が懸念されて

いることから，現在では事実上の輸入は停止している状況

にある（丹羽，2017; 斉藤，2018; 南谷，2021）．このため，

施工後の販売店では，国内で採集されたスジエビの流通販

売に置き換わりつつあることも報告されている（斉藤，

2018）．

一方で，国内ではこの販売用スジエビの採集地におい

て，チュウゴクスジエビが生息していたことを把握せず非

意図的に採集し，販売された個体が新たに流通経路に侵入

している事例も報告されている（今井ほか，2020a）．また，

国内で確認されている本種は，移入された各地域間で遺伝

的分化がほとんど確認されていないことが明らかとなって

おり，主に中国中部から北部で採集されたものが，同一輸

入経路を介して国内の流通経路に入り，全国各地に拡散し

た可能性が高いと考えられている（Ogasawara et al., 2021）．

このため，本研究の結果からも，国内では引き続き流通お

よび野外での分布拡大の恐れが懸念され，予断をゆるさな

い状況下にある．また，群馬県では，現在流通による販売

事例のみではあるが，国内の侵入記録の状況を鑑みても，

未対策の現状では野外への侵入は危機的状況にある．今後

は，県内全体での流通経路の調査による予防対策の検討，

購入品の遺棄や逸脱，他種への混入による外来種と把握し

ていない一般人の良心による非意図的放流の防止といった

具体的な対策の実施が早急に求められる．国内の野外への

逸脱が確認されている地域においてもいまだ対策が不十分

な部分が多いため，販売経路での野外採集品の混入防止，

ビオトープへの誤放流の防止，モニタリングや予防的対策，

普及啓発等，早期に対応策の実施検討をおこなうべきであ

ろう．
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